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 要  旨 
 学習によって記憶を獲得する能力は、生存競争に勝ち残る上で重要であり、脊椎動
物はもちろん、昆虫のような無脊椎動物も記憶能力を備えている。記憶が成立するメ
カニズムが解明されれば、複雑な情報ネットワークを処理するアルゴリズムや、より
効率的な記憶素子の開発にも応用できる可能性がある。記憶という複雑な系に対する
研究手法として、昆虫のような単純な神経ネットワークを持った実験動物による研究
は、これまでにも多くの知見を生みだしている。 
 当研究室では、クロキンバエを用いた長期記憶の研究を行ってきた。長期記憶とは
数時間から、場合によっては一生の間持続するような記憶を指し、このような記憶の
形成には、神経細胞において遺伝子や、タンパク質の発現量の変化が伴うことが広く
知られている。先行研究にて戸部田は、長期記憶の成立したハエの遺伝子を、そうで
ないハエの遺伝子の発現と比較し、発現量の変化が確認された遺伝子を 23 種同定し
た。これらの遺伝子は長期記憶の成立に何らかの関与をすることが推測されるが、遺
伝子配列の全長や、その詳細な機能については未知である。本研究では、発現の変化
した 23 種のうちの 3 種の遺伝子について、その機能を解明することを目的として解
析を行った。 
 はじめに、3’RACE 法による遺伝子未知領域の解析を行った。標的とする遺伝子の
未知領域を PCR（polymerase chain reaction）により増幅した。この断片の遺伝子
配列をシークエンシングによって決定したところ、1種の遺伝子において、未知であ
った領域の配列を決定できた。 
 標的遺伝子がどのような機能を持つか解析するため、RNAi（RNA interference）
による標的遺伝子の発現抑制を試みた。RNAiは近年強く注目されている解析手法で
あるが、ハエなどの昆虫においては、その効果が十分に得られない種が存在すること
も知られている。本研究では、RNAiの最も一般的な方法である成虫への二本鎖 RNA
インジェクション法を行い、標的遺伝子の発現が減少するか検討した。 
 
